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近年、社会保険料の増額により企業負担が増え、企業が任意に⾏う社員向け福利厚⽣である「法

定外福利費」が抑制される傾向にある。しかし、少ない予算に対して、ワークライフバランスの

実現や育児・介護の支援、他社との差別化といった役割が求められつつあることも事実である。

福利厚⽣の現状と新たな動きについて紹介したい。 

 

 福利厚⽣の今昔 
⾼度成⻑期における⼤企業の福利厚⽣は、独⾝寮や社宅、保養所、運動施設といった「ハコ

もの」が中心だった。それがバブル崩壊後は「人」寄りに変化をしてきた。また、中小企業に

も福利厚⽣制度が広まるとともに、施策の種類も広がっている。その内容は社員の⽣活および

資産形成を支援、一部では個人的なキャリア支援まで⾏うといったものがある。 

 

表１ 福利厚⽣施策の主な種類 

分野 主な施策 

住宅関連 ・住宅⼿当、家賃補助  ・社宅、独⾝寮 

健康・医療分野 ・健康診断  ・メンタルヘルスケア 

ライフサポート関連 ・育児休業  ・介護休業 

慶弔・災害関連 ・慶弔、災害⾒舞⾦ 

レクリエーション関連 ・社内サークル制度 

⾃⼰啓発・能⼒開発関連 ・公的資格取得支援  ・リフレッシュ休暇 

財産形成関連 ・財形貯蓄制度  ・社内預⾦、持株会 
出所）厚⽣労働省 平成 19 年就労条件総合調査 

 

 社会保険増額で膨れる法定福利費 
福利厚⽣費を⾒ると、近年変化が起きている。この要因は社会保険料の増額だ。福利厚⽣費

とは「法定福利費」と「法定外福利費」を合計したものを指す。「法定福利費」は社会保険料

等における企業負担分のことで、「法定外福利費」は企業が任意に⾏う社員等向けの福利施策

の費用を指す。企業の福利厚⽣費調査（図１）によると、2013 年度に企業が負担した福利厚
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現在⾏われている企業の福利厚⽣制度を⾒ると、社員の声を反映させ、また個々の⽣活に配

慮した内容が目⽴

社外への宣伝や人材募集といった場面
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チームビルディング支援制度（打ち上げ・歓送迎会などチーム内会⾷の費用を補助）

ライズ休暇

ゴーホーム制度（オフィスから実家が
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⼦どもふれあい勤務制度（勤務時間が変更でき、保育園の送り迎えができる）

フリービタミン・カフェ制度（常備された果物やコーヒーなどを飲⾷できる）

時間・場所の制約をなくした働き方
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